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隔
月
開
催

無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

新聞をはじめとする多様なメディアを教育
に活用し、情報より「読む力」「考える力」
「伝える力」を育むことを目的とした団体で
す。私たちは兵庫県神戸市を拠点に、従

来のNIE（教育に新聞を）の枠にとらわれ
ず、デジタルメディアを含むあらゆる媒体
を教材として捉え、学校教育と社会教育の
双方から、メディアリテラシー・多文化共生
・人権について学び合う場をつくります。

１ 総合（兵庫） Ａ３版 一般社団法人 メディア教育協会NIEs2.0 ２０２６年(令和８年) ７月３０日 木曜日 第１版 (不定期刊)

出
前
授
業
や
講
義

校
・
団
体
で
実
施

11

本
協
会
の
活
動
の
柱
の
ひ
と

つ
は
、
兵
庫
県
内
外
の
教
育
現

場
な
ど
で
の
出
前
授
業
・
講
義

だ
。
神
戸
新
聞
記
者

年
、
Ｎ

40

Ｉ
Ｅ
に
か
か
わ
っ
て

数
年
の

10

体
験
を
生
か
し
、
理
事
の
三
好

正
文
が
お
こ
な
う
出
前
授
業
・

講
義
は
今
年
４
月
の
活
動
開
始

か
ら

校
・団
体
、
計

回
を

11

13

数
え
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
お

こ
な
い
、
全
国
か
ら
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
お
こ
な
っ
た
出
前

授
業
は
、
小
学
校
で
は
「
水
と

京
都
」
を
テ
ー
マ
に
新
聞
を
つ

く
る
。
中
学
校
で
は
、
長
崎
へ

の
修
学
旅
行
を
前
に
し
た
平
和

学
習
や
、
野
外
活
動
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
体
験
を
新
聞
に
ま
と
め
る
、

友
達
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
合
っ

て
新
聞
を
つ
く
る
―
―
な
ど
。

中
学
教
員
に
「
簡
単
に
取
り
組

め
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
例
」
を
紹
介

す
る
講
座
も
お
こ
な
っ
た
。

大
学
で
は
、
新
聞
・
情
報
の

読
み
解
き
方
や
新
聞
を
つ
か
っ

た
小
論
文
の
書
き
方
、
新
聞
部

の
新
入
部
員
向
け
の
取
材
の
仕

方
に
関
す
る
講
座
や
、
海
外
留

学
生
向
け
の
防
災
・
減
災
講
座

を
お
こ
な
っ
た
。

本
協
会
が
目
指
す
の
は
、「
新

聞
を
教
え
る
」
の
で
は
な
く
、

◆◆ ◆◆◆ ◆◆

ほ
か
に
も
、

こ
ん
な

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
Ａ
Ｉ
時
代
に
情
報
を
正

し
く
読
み
解
き
、
児
童
・
生
徒
の

「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
授
業

だ
。
出
前
授
業
・
講
演
の
記
事
は

す
べ
て
本
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
ブ
ロ
グ
」
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る

の
で
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
当

研
究
会
は

年
８
月
に
兵
庫
県

24

Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
内
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
が
、

年
４
月
よ

26

り
当
協
会
に
移
設
い
た
し
ま
し

た
。
）
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子

ど
も
た
ち
と
共
に
学
ぶ
教
育
環

境
作
り
を
支
援
し
、
多
文
化
共

生
社
会
の
基
盤
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

日
本
国
際
理
解
教
育
学
会
に

よ
る
第

回
研
究
大
会
が
７
月

35

４
日
、
拓
殖
大
学
文
教
キ
ャ
ン

パ
ス
（
東
京
）
で
行
わ
れ
、
午

前
中
に

の
分
科
会
に
分
か
れ

11

て

を
越
え
る
研
究
・
実
践
の

70
発
表
が
行
わ
れ
た
。

本
協
会
代
表
理
事
の
福
田
浩

三
は
『
多
文
化
共
生
へ
の
橋
が

け
―
は
が
き
新
聞
を
用
い
た

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
学
習

―
』
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

福
田
は
初
め
の

分
で
、
日

20

本
の
高
校
生
に
お
け
る
「
は
が

き
新
聞
」
を
用
い
た
「
や
さ
し

い
日
本
語
」
の
学
習
法
に
つ
い

て
実
践
報
告
を
行
っ
た
。
報
告

で
は
、
兵
庫
県
の
日
本
語
教
育

の
必
要
な
児
童
・
生
徒
の
増
加

や
、
そ
れ
に
伴
う
夜
間
中
学
校
、

高
校
入
試
の
外
国
籍
特
別
枠
に

も
触
れ
な
が
ら
、
外
国
人
と
日

3月28日 大阪はがき新聞研究会 実践報告
4月20日 【寄稿】「2050年 未来新聞」を作ろう～NIEがつなぐ思考と共生への問い～
4月30日 加古川・浜の宮中３年生 長崎への修学旅行前に平和学習
5月11日 野外活動の体験、新聞に 神戸・塩屋中で出前授業

5月12日 防災テーマに、大阪教育大で出前講義 海外留学生13人が受講
5月19日 【寄稿】NIE神戸大会を機に交流広がる 兵庫と鹿児島の小学校
5月20日 新聞・情報の読み解き方は 大切な「なぜ」 甲南女子大で出前講座
5月21日 「農」を通じたSDGs体験 取材や新聞製作のノウハウ学ぶ 神戸・滝川中１年
5月25日 日本NIE学会誌 論文「高等学校における学年通信の教育的効果の調査研究」発表
6月 2日 インタビュー取材のこつ学ぶ 西宮・浜脇中生が「友達新聞」づくり
6月 5日 取材から紙面整理まで 関学大新聞総部で出前講座 新入部員ら25人参加
6月 7日 【寄稿】メディアの未来を模索～対話でつなぐ、いままでとこれから～

6月27日 ベテランが伝えるNIE入門 大阪でセミナー（取材）
6月29日 「水と京都」テーマに新聞づくり 京都聖母学院小４年 出前授業でノウハウ学ぶ
7月 4日 多文化共生への橋がけ 拓殖大学にて代表理事が学会発表
7月 7日 岡山の高校で大学・専門学校進学指導
7月 8日 代表理事 県立高校で文学を語る
7月 9日 神港学園で未来の自分をデザイン
7月10日 分野別説明に参加 語学国際関係学を語る
7月13日 シニア記者、魚の棚商店街で取材して新聞作り 明石

7月13日 神港学園で職業人講話 教育という名の人生を語る
7月14日 神戸第一高校で進路講話
7月15日 神崎高校で就職指導 生徒が自らの表現について学ぶ
７月17日 楽しみながらNIE 尼崎・南武庫之荘中で教員研修
７月23日 新聞の社説を題材に小論文、どう書く 神戸・流科大で講座

神戸で
誕生

ー 法人ロゴについて ー

左上の青い丸と三角は新聞を広

げている人を表す。新聞はハー

トの形に近く、人の視線は法人

の英数字を貫き、遙か先を見つ

めている。

NIE（教育に新聞を）実践をベースに、S

NS（交流サイト）や生成AI（人工知能）な

ど多様なメディアの活用法を対象にした「一

般社団法人メディア教育協会NIEs2.0」が

今春、神戸で産声をあげた。2025年夏、「N

IE全国大会神戸大会」が開かれた地から、

NIEの新たな可能性を探っていきたい。

代表理事の福田浩三は今春まで兵庫県立

高校などで教師を務め、多文化共生への橋

がけとして、「やさしい日本語」や「はがき

新聞」をNIE授業に取り入れてきた。日本

新聞協会のNIEアドバイザーも務めた。理

事の三好正文は元神戸新聞記者で、昨年秋

まで兵庫県NIE推進協議会事務局長を務め、

県内外で年間100を超える出前授業・講義

・講演を続けてきた。

新聞の未来をどう描くか、AIとどうわた

り合うか、SNS一強時代の主権者教育や、

新聞を使ったSteam教育の進め方は――。

すべてが喫緊の課題だ。元教師と元記者、

どんな化学反応が起きるか、活動はまだ一

歩を踏み出したばかりである。
教育と研究 本法人の二本柱

多
文
化
共
生
と「
や
さ
し
い
日
本
語
」活
用

代
表
理
事
、
学
会
で
提
言

本
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形

成
に
お
け
る
「
や
さ
し
い
日
本

語
」
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
い

た
。
そ
し
て
そ
の
学
習
に
「
は

が
き
新
聞
」
（
決
め
ら
れ
た
サ

イ
ズ
の
用
紙
に
相
手
意
識
を
持

っ
た
「
新
聞
」
と
し
て
書
く
と

い
う
取
り
組
み
）
が
効
果
的
で

あ
る
こ
と
を
示
す
実
践
例
を
紹

介
し
た
。
実
践
例
は
新
聞
記
事

に
よ
る
「
読
み
解
く
力
」
、
「
は

が
き
新
聞
」
に
よ
る
「
ま
と
め

る
力
」
、「
や
さ
し
い
日
本
語
」

に
よ
る
「
多
文
化
共
生
」
と
い

っ
た
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
重
な

る
効
果
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

本
協
会
設
立
の
き
っ
か
け
と
も

な
っ
た
取
り
組
み
で
あ
る
。
発

表
の
締
め
く
く
り
で
は
、
実
践

に
参
加
し
た
生
徒
が
「
自
分
た

ち
の
つ
た
な
い
英
語
よ
り
、
日

本
語
の
方
が
在
留
外
国
人
の
方

々
に
は
伝
わ
る
ん
だ
と
い
う
事

が
分
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
と

と
も
に
、
「
言
葉
に
か
か
わ
ら

ず
、
ど
の
様
に
す
れ
ば
、
よ
り

相
手
に
伝
わ
る
か
を
場
面
ご
と

に
考
え
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
大

切
で
あ
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

分
間
の
質
疑
応
答
で
は
、

10
複
数
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
学
習

に
お
い
て
特
に
重
点
を
置
く
の

は
ど
こ
か
の
問
い
に
は
、
「
文

法
的
な
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
ど

う
す
れ
ば
よ
り
良
く
相
手
に
伝

わ
る
か
を
重
視
し
て
い
る
」
と

返
答
。
ま
た
、
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
の
問
い
に
は
、
「
学
会

を
含
む
様
々
な
と
こ
ろ
で
発
表

・
実
践
報
告
を
行
い
な
が
ら
、

共
同
研
究
先
を
模
索
し
て
い

る
」
旨
を
述
べ
た
。

学
会
は
午
後
も
行
わ
れ
、
総

会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
特
定
課

題
研
究
・
情
報
交
換
会
が
行
わ

れ
た
。

で
、
毎
週
発
行
さ
れ
て
い
た
。

調
査
で
は
、
学
年
通
信
の
受
け

渡
し
状
況
、
閲
読
頻
度
、
紙
媒

体
と
デ
ジ
タ
ル
版
の
利
用
状

況
、
親
子
間
の
会
話
へ
の
影
響
、

記
事
内
容
へ
の
興
味
関
心
な
ど

に
つ
い
て
分
析
し
た
。
そ
の
結

果
、
生
徒
・
保
護
者
と
も
に
８

割
以
上
が
「
必
ず
読
む
」
「
だ

い
た
い
読
む
」
と
回
答
し
、
高

い
閲
読
率
が
確
認
さ
れ
た
。
特

に
保
護
者
に
つ
い
て
は
、
学
校

本
協
会
代
表
理
事
の
福
田
浩

三
が

年
間
を
費
や
し
た
、
校

14

内
発
行
通
信
の
教
育
的
効
果
を

テ
ー
マ
と
す
る
論
文
が
、
令
和

８
年
発
行
の
日
本
Ｎ
Ｉ
Ｅ
学
会

論
文
誌
に
掲
載
さ
れ
た
。
本
論

文
は
兵
庫
県
内
の
公
立
高
校
に

て

年
度
入
学
生
と
そ
の
保
護

23

者
に
計
２
回
実
施
し
た
学
年
通

信
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
対
象
と
な

っ
た
「
学
年
通
信
」
は
、
新
聞

風
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
四
コ
マ
漫

画
、
写
真
記
事
、
人
権
・
情
報

モ
ラ
ル
に
関
す
る
コ
ラ
ム
な
ど

を
含
む
独
自
性
の
高
い
通
信

連
絡
ツ
ー
ル
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル

配
信
開
始
後
、
閲
読
率
が
さ
ら

に
向
上
し
た
。
保
護
者
の
半
数

以
上
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で

デ
ジ
タ
ル
版
を
閲
読
し
て
お

り
、
「
ど
こ
で
も
読
め
る
」
と

い
う
利
便
性
が
高
く
評
価
さ
れ

た
。
一
方
、
紙
媒
体
に
つ
い
て

は
「
読
み
や
す
い
」
「
一
覧
性

が
高
い
」
と
い
っ
た
利
点
が
支

持
さ
れ
た
。

論
文
発
表
「
学
年
通
信
」教
育
効
果
の
調
査

日
本
Ｎ
Ｉ
Ｅ
学
会
誌
掲
載

本
法
人
で
は
、
「
新
聞
を
つ
か

っ
た
『
や
さ
し
い
日
本
語
』
研

究
会
」
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
を
隔
月
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
お

知
ら
せ
」
に
て
随
時
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
か
ら
申

メディア教育

多文化共生教育

人 権 教 育

コミュニケーション学

オンライン講座

その他いろいろ
メディア教育

「水と京都」をテーマにした新聞づくりを学
ぶ児童たち＝2026年６月29日、京都市伏
見区深草田谷町、京都聖母学院小学校

災害時の対応について海外留学
生から話を聞く三好理事＝2026年
５月12日、大阪府柏原市旭ケ丘
４、大阪教育大学柏原キャンパス

インタビュー取材で話を聞いたり、写
真を撮影したりする生徒たち＝2026
年６月１日、兵庫県西宮市宮前町３、
浜脇中学校

福田浩三代表理事
元公立高校教師・元大学職員

三好正文理事
元神戸新聞記者、元兵庫県NIE
推進協議会事務局長

広
島
国
際
会
議
場

メディア ＮＩＥｓ
教育協会 ２．０

本協会への講演・出前授業の依

頼、その他各種お問い合わせは、

ホームページの『依頼・お問い合

わせ』タブよりお願いします。

https://nies20.jp

講演依頼

法
人
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ま
く
ら
君

法人ホームページ随時更新中


